
ケアワーカーによる情報把握の構造とその関連要因に関する研究
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目的　 本研究は、施設高齢者の社会環境状況に対するケアワーカーが行う情報把握の構造とそ
れに関連する要因を明らかにすることを目的とする。

方法　 全国の介護老人福祉施設を無作為に������カ所抽出した。ケアプラン作成に携わっている施
設のケアワーカー（各施設１名の介護福祉士）を対象に、郵送調査を行い������名より回答
を得た（有効回収率����.��％）。高齢者ケアにおいて必要な情報（社会環境状況に限定）を
����項目設定し４段階の回答選択肢でたずねた。社会環境状況の構成因子を実証的に捉え
るために因子分析を行った。さらに、関連する要因を明らかにするために因子分析結果
の各因子をそれぞれ従属変数とし、「対人援助職としての価値観」および「援助関係の形
成」の因子分析結果から得られた各因子、さらに、「個別介護計画またはケアプランの担
当ケース数」、「日本介護福祉士会への入会の有無」、「介護福祉士資格取得方法」、「勤務
形態」を独立変数とする重回帰分析を行った。

結果　 因子分析の結果「家族の状況と施設内人間関係」、「個別的な日常生活の再構築」、「ター
ミナルケアの可能性」の３因子が抽出された。さらに、上記３因子をそれぞれ従属変数
とする重回帰分析の結果、「クライエントと専門職の相互作用」等が高齢者の社会環境状
況の情報把握に有意な要因であった。

結論　 本研究の成果として、ケアワーカーが行う情報の把握は、高齢者とケアワーカーの相互
作用が重要であることが理解できた。また、「対人援助職としての価値」といった理念で
はなく、高齢者との「援助関係の形成」といった具体的な行動や態度が、ケアワーカー
の実践に直結していると考えられる。
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　米国医学研究所は「質の高いケアを提供するには、入所時に入所者一人ひとりの機能的・医
学的・精神的・心理社会的な状態の丁寧なアセスメント及び入所後の定期的な再アセスメント
が必要である…」１）と言及している。厚生労働省令「指定介護老人福祉施設の人員、設備及び
運営に関する基準」では「入所者について、その有する能力、その置かれている環境等の評価
を通じて入所者が現に抱かえる問題点を明らかにし、入所者が自立した生活を営むことができ
るように支援する上で解決すべき課題を把握しなければならない」と規定している。「社会福
祉士及び介護福祉士法」の改正（��������.����）における介護福祉士の教育内容の見直し案のなかで
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